
　いま軸になっているのは「３つのプロ
ジェクト」のうちのひとつ、「ひとあわ
せ」の一環として取り組んでいる「しが
トコはたらくプロジェクト」です。（プラ
スエイチ・ワークス（守山市／代表・林
正隆氏）との共同事業）

　ミッションは、滋賀で活躍する人を
増やすこと。滋賀には魅力的な企業
がいっぱいあるのに、滋賀で学んで滋
賀で就職する人の割合が低い。
それは、企業が自社の魅力をちゃんと

伝えきれていないことが原因の一つだ
と思いました。そこで「しがトコはたら
く」を立ち上げ、オフラインとオンライ
ンを横断しながら、滋賀の企業のよさ
や地域で暮らす魅力を等身大で発信
する活動を始めました。
　県外でも「しがトコはたらくMEET 
UP」というイベントを開催し、働き手が
欲しい企業と働きたい人をリアルでつ
ないで、移住相談にも対応しています。
この取り組みが日本中に広がればいい
なと思っています。

　実家は、父も祖父も母方の祖父も
皆、創業者です。それぞれ違うジャン
ルで創業し、誰も継ぎませんでした。
祖父たちに「お前は何屋になるんや？」
と聞かれながら育ちましたので、小学
生の頃から「お客様に価値を提供しな
いとメシが食えない」という切実さを肌
で感じていましたね。そんな家で育っ
たので、大学では当然のように経営学
部を選びました。

　何屋になるかを見極めるつもりで、
卒業後は広告代理店で宣伝の企画や
営業、IT系の会社で人事の仕事をしま
した。人と商品やサービスをあわせる
のが宣伝、人と企業をあわせるのが人
事。どちらも人と何かをあわせる仕事
で、そういう活動をもっと拡げたいと
思ったのがきっかけです。
　採用面接をしている時、一人ひとり
に、その人らしい「いろ」（知識・個性・
経験・得意なこと）があり、アイツはダ
メなんてとても言えないと思いました。
　勝ち負けや否定ではなく、それぞれ
の人がもっている「いろ」が活かせる働

誰もが「らしく働ける場所」を
つくりたい
「いろあわせ」モデルを全国へ
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元気企業！紹介

滋賀の魅力をさまざまな場で発信しながら、人、企業、モノ、コトを繋ぐ、株式会
社いろあわせ。社外人事の受託を経て、地元企業の就活サイトを手がけるが、「人
事をお手伝いする会社」と決めつけるのは早計だ。人がより輝ける場や仕組みを
創る事業を、「ひとあわせ」「まちあわせ」「ものあわせ」※1の３つのプロジェクトで
展開する。枠におさまりきらない活動ぶりと、人間的な魅力。北川社長は、新し
い滋賀を牽引する、新しい時代の経営者だ。

滋賀で活躍する人を増やす

―― 主な事業は何でしょう？

―― 起業を決心されたのは
　　いつですか？

SNSや冊子、セミナーやイベント、プロジェクト、
物販をはじめ、枠におさまらない活動で
滋賀の魅力を発信している

―― 今のような仕事をしようと考えた
　　きっかけは何ですか？

代表取締役　北川 雄士  さん
き た が わ 　ゆ う  じ

株式会社いろあわせ

「ひとあわせ」

「まちあわせ」 「ものあわせ」
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き方や暮らし方を提案するような活動
を仕事にしようと考えました。
　「ぶっちゃけ！」は、そういう活動の
一つです。フリーテーマで日頃考えて
いることや誰かの意見を聞きたいこ
と、誰にも相談していないことなど、
ぶっちゃけたいことを自由にしゃべる場
として、これまで120回以上開催し、の
べ1400人が参加しました。

　

　人と人を繋ぐだけでなく、手触り感
のあるモノ、質量のあるモノとも関わり
たいと思い、2017年10月から、「道の駅」
プロデュースを始めました。伊吹山の
ふもとの「道の駅 伊吹の里 旬彩の森」
で、米原を中心とした産地直送の野菜
やランチを提供しています。この仕事

は雇用もつくれるし、マーケティングも
できる。やりたかった仕事です。

　自分と違う価値観の人や異なる選択
をしている人を、羨やんだり否定するの
ではなく、互いに認めあえる社会をつ
くりたいんです。豊かさの定義が画一
的だった時代には、都会で働き、暮ら
すことが一種のステイタスでした。で
も、今は地方で働き、暮らすことに価
値を見出せる時代です。
　その選択肢として、滋賀は仕事面で
も生活面でも、魅力がいっぱいの宝の
山です。この最高の舞台で、滋賀の良
さを存分に発信していきたい。そして、
滋賀を楽しい！と思った人が安心して
暮らせるように、魅力的な仕事をどんど
ん紹介していきたいと思います。
　現在、そのための新たな仕組みを考え
ているところで、構想が練れたら産業支
援プラザさんに相談させてもらいます。
　いま、お世話になっている米原SOHO
オフィス※2もいずれ出なくてはなりませ
んので、夢京橋キャッスルロード（彦根
市）の突き当たりに築80年の町家を借り
ました。ここを新たな拠点にして、いろ
んなことをやっていくつもりです。

株式会社いろあわせ

▲

代表者／
　代表取締役　北川 雄士▲

従業員数／2名▲

住所／
　本社　〒521-0016
　滋賀県米原市下多良2丁目137
　文化産業交流会館4F▲

創業／2015年▲

業務内容／
　社外人事、就活サイト運営、物販
　セミナー・イベント企画 等▲

TEL ／0749-20-6399▲

URL ／
　http://www.iroawase.co.jp/

※2 米原SOHOオフィス
滋賀県では、SOHO事業者を支援するための
施設として滋賀県立SOHOオフィス（草津・米
原）を設置し、ITを活用したビジネスモデルに
よる事業に取り組む個人や小規模企業に対し
て、オフィスと各種支援サービスを提供してい
ます。

※1 「ひとあわせ」「まちあわせ」「ものあわせ」
「ひとあわせ」：滋賀の企業紹介や、採用・評
価・研修などの社外人事
「ものあわせ」：「道の駅」プロデュース、デザイ
ンスクール
「まちあわせ」：大学、高校での授業、移住セミ
ナー・イベント企画、町家運営

問い合わせ先
（公財）滋賀県産業支援プラザ
経営支援部 創業支援課
担当/川口・上林 

　 077-511-1412
　 077-511-1418
　 in@shigaplaza.or.jp

株式会社いろあわせ Data

話をぶっちゃけて聞いてもらえる場があれば、人は強くなれるんじゃないか――そんな思いではじめた「ぶっちゃけ！」。
「『いろあわせ』の『わ』が欠けると『いろあせ』ます」。
勝ち負けではなく、目の前の人と全力でつくる『和』を大切にしている。

「道の駅 伊吹の里 旬彩の森」での産直野菜の販売

夢京橋キャッスルロード（彦根市）のつきあたりに構えた
新拠点。築80年の風情ある町家

新しいモデルをつくりたい
―― 「道の駅」の仕事もされていますね

―― これからの構想を教えてください
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